
2022年度入試状況分析【国公立大】 

1                                      

静岡県立大：薬<中>は大幅減少、後期は看護が激増 前期：+14 人 中期：-366人 後期：+36人 

 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 
大学全体では、前期は２年連続減少の反動は小さく 14人(101)の微増。薬のみ募集の中期は、前年度大幅増加の反動で 366

人(67)の大幅減少で、2017年度以降前年度の反動による増減が継続。学科別では、２学科はいずれも大幅減少だが、特に

(薬)(62)は前年度激増の反動で 40％近い大幅減少。後期は 36人(110)の増加で、２年連続増加。 

<前期日程> 

○経営情報(114)は、２年連続減少の反動で増加。 

○国際関係(91)は、コロナ禍の影響による系統への人気低下が影響して３年連続減少。学科別では、(国際言語文化)(124)は２

年連続減少、特に前年度の激減の反動で大幅増加。志願倍率は 2.7倍→3.3倍にアップ。一方、(国際関係)(59)は、前年度大

幅増加の反動で大幅減少。志願倍率は 5.7倍→3.4倍にダウンと対照的。 

○看護(125)は、前年度大幅減少の反動で大幅増加。2019年度以降前年度の反動による大幅増減が継続。 

○食品栄養科学(94)は、やや減少で３年連続減少。学科別でも、全ての学科で減少。 

<後期日程> 

○経営情報(99)は、前年度大幅増加の反動は小さく、微減。 

○看護(175)は、前年度大幅減少の反動で激増。志願者数は５年ぶりに 130人を上回り、志願倍率は 15.0倍→26.2倍に大幅ア

ップ。 

○食品栄養科学(81)は、大幅減少で 2017 年度以降前年度の反動による増減が継続。学科別では、(食品生命科学)(107)は前年

度の激増の反動はなく、２年連続増加。一方で、(栄養生命科学)(66)は大幅減少、(環境生命科学)(76)は２年連続大幅減少、

2014年度以降で最少の志願者数となった。 
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